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【
研
究
ノ
ー
ト
】

『
明
暗
』
執
筆
期
漱
石
漢
詩
の
推
敲
に
つ
い
て
―
「
詩
人
の
時
間
」
を
体
験
す
る
試
み
と
し
て

佐

藤

大

志

一

は
じ
め
に

夏
目
漱
石
が
『
明
暗
』
執
筆
中
の
午
後
の
日
課
と
し
て
、
漢
詩
を
作
成
し
て
い

た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
久
米
正
雄
・
芥
川
龍
之
介
宛
書
簡

（
大
正
五
年
八
月
二
十
一
日
付
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

僕
は
不
相
変
『
明
暗
』
を
午
前
中
書
い
て
ゐ
ま
す
。
心
持
は
苦
痛
、
快
楽
、

器
械
的
、
此
三
つ
を
か
ね
て
ゐ
ま
す
。
存
外
涼
し
い
の
が
何
よ
り
仕
合
せ
で

す
。
夫
で
も
毎
日
百
回
近
く
も
あ
ん
な
事
を
書
い
て
ゐ
る
と
大
い
に
俗
了
さ

れ
た
心
持
に
な
り
ま
す
の
で
三
四
日
前
か
ら
午
後
の
日
課
と
し
て
漢
詩
を
作

り
ま
す
。
日
に
一
つ
位
で
す
。
さ
う
し
て
七
言
律
で
す
。
中
々
出
来
ま
せ
ん
。

厭
に
な
れ
ば
す
ぐ
已
め
る
の
だ
か
ら
い
く
つ
出
来
る
か
分
り
ま
せ
ん
。
*1

こ
の
「
午
後
の
日
課
」
と
し
て
の
漢
詩
は
、
大
正
五
年
八
月
十
四
日
か
ら
同
年

十
一
月
二
十
日
ま
で
作
り
続
け
ら
れ
、
現
存
す
る
漱
石
の
漢
詩
の
ほ
ぼ
三
分
の
一

に
相
当
す
る
七
十
八
首
の
詩
が
制
作
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
時
期
の
漢
詩
創
作

ノ
ー
ト
が
東
北
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
漱
石
が
ど
の
よ
う
に
漢

詩
を
創
作
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
推
敲
の
跡
も
知
る
こ
と
も
で
き
る
。

齋
藤
希
史
氏
は
、
こ
の
時
期
の
漱
石
の
漢
詩
に
つ
い
て
、
『
明
暗
』
に
お
い
て

追
求
さ
れ
る
名
と
実
の
問
題
、
嘘
の
問
題
と
関
連
さ
せ
つ
つ
、
こ
と
ば
に
よ
る
表

現
と
は
何
か
、
表
現
は
何
を
な
し
得
る
の
か
と
い
う
問
題
が
内
包
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
更
に
こ
の
時
期
の
詩
稿
に
推
敲
の
跡
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
表
現
行
為
の

再
認
識
と
し
て
の
詩
作
と
い
う
観
点
か
ら
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
と
言
う

。
*2

稿
者
は
、
平
成
二
十
八
・
二
十
九
年
度
の
大
学
院
授
業
科
目
「
国
語
文
化
学
演

習
Ⅴ
（
漢
文
学
領
域
）
」
に
お
い
て
、
こ
の
時
期
の
漱
石
の
漢
詩
を
と
り
あ
げ
、

そ
の
推
敲
過
程
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
検
討
の
結
果
、
漱
石
の
推
敲
に
は
、

平
仄
を
整
え
る
た
め
や
前
後
の
対
応
を
考
慮
し
た
語
句
の
変
更
と
い
っ
た
軽
微
な

改
変
も
多
い
も
の
の
、
な
か
に
は
作
中
人
物
の
姿
や
こ
こ
ろ
の
動
き
が
想
像
で
き

る
よ
う
に
表
現
が
工
夫
さ
れ
、
推
敲
す
る
な
か
で
、
も
と
も
と
表
現
さ
れ
て
い
た

事
柄
や
思
い
が
後
退
し
、
新
た
な
事
柄
や
思
い
が
立
ち
上
が
り
、
或
い
は
表
現
す

る
自
分
自
身
に
問
い
か
け
る
詩
人
の
姿
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
時
期

の
漱
石
の
漢
詩
創
作
、
特
に
前
半
期
の
そ
れ
は
、
詩
の
創
作
そ
の
も
の
を
楽
し
む

行
為
と
し
て
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り

、
そ
の
よ
う
に
詩
の
創
作
を
楽
し
む
詩
人
の

*3

姿
は
、
詩
の
推
敲
過
程
に
も
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
「
詩
人
の
時
間
」
を
体
験
す
る
一
つ
の
試
み
と
し
て
、
漱
石

漢
詩
の
推
敲
過
程
を
推
論
し
て
み
た
い
。
「
「
詩
人
の
時
間
」
を
体
験
す
る
」
と

は
、
山
元
隆
春
・
中
井
悠
加
両
氏
が
平
成
二
十
五
年
度
日
本
国
語
教
育
学
会
西
日

本
集
会
で
行
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。
そ
の
趣
旨
説
明
に
よ

れ
ば
、
学
校
現
場
に
お
い
て
実
践
経
験
の
少
な
い
「
詩
の
創
作
」
に
関
し
て
、
詩

の
指
導
の
問
題
以
前
に
、
「
詩
を
創
作
す
る
こ
と
」
そ
の
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
を
指

導
者
が
明
確
に
持
て
な
い
こ
と
に
対
す
る
懸
念
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

。
*4
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漢
詩
を
創
作
す
る
こ
と
は
、
現
代
の
我
々
に
は
縁
遠
い
行
為
で
は
あ
る
が
、
漢

詩
を
鑑
賞
す
る
う
え
で
も
、
書
き
手
の
側
に
立
ち
、
詩
を
書
く
行
為
を
追
体
験
し

て
み
る
こ
と
は
、
学
習
者
た
ち
が
当
事
者
意
識
を
も
っ
て
、
主
体
的
に
書
き
手
と

向
き
合
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
有
効
な
手
段
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

。
*5

山
元
・
中
井
両
氏
の
実
践
を
踏
ま
え
て
、
中
学
校
に
お
け
る
詩
の
創
作
を
実
践

す
る
浜
岡
恵
子
氏
は
、
山
元
氏
と
の
共
同
研
究
に
お
い
て
、
「
推
論
す
る
」
活
動

を
取
り
入
れ
た
漢
文
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
浜
岡
氏
は
、
絶
句
四
句

の
承
句
と
結
句
を
学
習
者
に
伏
せ
、
そ
の
両
句
の
漢
字
を
ば
ら
ば
ら
に
し
て
学
習

者
に
示
し
、
起
句
と
転
句
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
も
と
に
、
承
句
と
結
句
の
内

容
を
推
論
し
て
漢
字
を
並
べ
替
え
て
句
を
組
み
立
て
さ
せ
る
と
い
う
実
践
を
行
っ

て
い
る

。

漱
石
の
推
敲
過
程
を
読
み
解
く
こ
と
は
、
こ
の
中
学
校
に
お
け
る
実

*6

践
に
比
べ
れ
ば
、
専
門
的
な
知
識
も
必
要
と
は
す
る
が
、
「
推
論
す
る
」
活
動
を

取
り
入
れ
た
漢
文
指
導
の
一
つ
の
試
み
と
し
て
実
践
が
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
高
等
学
校
若
し
く
は
大
学
に
於
け
る
漢
詩
の
学
習
を
念
頭
に
、『
明

暗
』
執
筆
期
の
漱
石
漢
詩
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
の
例
を
挙
げ
て
、
そ
の
推
敲
の
過

程
を
推
論
す
る
。
本
稿
の
推
論
は
、
上
記
の
大
学
院
に
お
け
る
演
習
に
お
い
て
、

受
講
生
と
と
も
に
検
討
し
た
結
果
を
も
と
に
、
稿
者
の
責
任
で
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
解
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
を
た
た
き
台
と
し
て
、

或
い
は
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
更
な
る
推
論
が
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で
構
築
さ
れ

る
こ
と
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

漱
石
の
漢
詩
ノ
ー
ト
は
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
の
「
漱
石
文
庫
」
に
「
小
遣

帳
及
び
漢
詩
ノ
ー
ト
」
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
同
文
庫
の
Ｈ
Ｐ
で
そ
の
画
像

を
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

。
こ
の
漢
詩
ノ
ー
ト
を
見
る
と
、
漱
石
は
ま

*7

ず
日
付
な
し
で
漢
詩
を
記
し
て
推
敲
を
施
し
（
第
一
次
稿
）
、
そ
れ
を
別
の
箇
所

に
一
度
清
書
し
て
、
更
に
推
敲
を
施
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
第
二
次
稿
）

。
*8

本
稿
で
引
用
し
た
漢
詩
に
つ
い
て
は
、
文
末
に
漢
詩
ノ
ー
ト
の
第
一
次
稿
と
第
二

次
稿
の
画
像
を
掲
示
し
て
い
る
の
で
、
随
時
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
こ
の
漢
詩
ノ
ー
ト
を
も
と
に
、
そ
の
推
敲
過
程
を
推
測
再
現
し
た
労
作
に
、

加
藤
二
郎
「
『
明
暗
』
期
漱
石
漢
詩
の
推
敲
過
程
」
（
『
宇
都
宮
大
学
教
養
部
研
究

報
告
』
第
二
二
号

一
九
八
九
）
が
あ
る
。
さ
ら
に
『
漱
石
全
集
』
巻
一
八
（
岩

波
書
店

一
九
九
五
）
の
一
海
知
義
氏
に
よ
る
漱
石
漢
詩
の
訳
注
に
は
、
初
案
・

訂
正
稿
段
階
の
句
と
そ
の
書
き
下
し
文
が
示
さ
れ
て
お
り
、
初
案
か
ら
定
稿
に
至

る
推
敲
過
程
を
推
論
す
る
手
助
け
と
な
る
。
な
お
、
本
稿
で
用
い
る
漱
石
の
漢
詩

の
本
文
及
び
作
品
番
号
は
、
一
海
知
義
訳
注
『
漱
石
全
集
』
巻
一
八
に
よ
る
。

二
、
漱
石
の
漢
詩
推
敲
の
実
際

―

「
無
題
」
大
正
五
年
八
月
二
十
二
日
を
例
と
し
て

143

「
無
題
」
大
正
五
年
八
月
二
十
二
日

143１
香
烟
一
島
道
心
濃

香
烟
一
島

道
心
濃
し

い
つ
し
ゆ

こ

２
趺
坐
何
処
古
仏
逢

趺
坐

何
れ
の
処
か
古
仏
に
逢
は
ん

ふ

ざ

い
づ

３
終
日
無
為
雲
出
岫

終
日

無
為

雲

岫
を
出
で

４
夕
陽
多
事
鶴
帰
松

夕
陽

多
事

鶴

松
に
帰
る

５
寒
黄
点
綴
籬
間
菊

寒
黄

点
綴
す

籬
間
の
菊

て
ん
て
い

６
暗
碧
衝
開
牖
外
峰

暗
碧

衝
開
す

牖
外
の
峰

ゆ
う
が
い

７
欲
払
胡
床
遺
麈
尾

胡
床
を
払
は
ん
と
欲
し
て

麈
尾
を
遺
れ

し

ゆ

び

わ
す

８
上
堂
回
首
復
呼
童

堂
に
上
り
首
を
回
ら
し
て
復
た
童
を
呼
ぶ

の
ぼ

こ
の
詩
は
禅
僧
の
ご
と
く
悟
り
を
求
め
て
隠
棲
す
る
日
々
の
一
景
を
写
し
た
詩

で
あ
り
、
首
聯
は
た
ち
上
る
香
の
煙
に
悟
道
の
心
が
深
ま
り
、
坐
禅
し
て
古
仏
と

の
出
会
い
を
願
う
主
人
の
心
を
詠
む
。
「
古
仏
」
は
過
去
仏
。
過
去
に
悟
り
を
開

い
た
仏
を
指
す
。
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続
く
頷
聯
は
そ
の
よ
う
な
主
人
の
一
日
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な
自
然
の
運
行

を
描
く
。
吉
川
・
一
海
両
氏
は
、
こ
の
句
が
陶
淵
明
「
帰
去
来
辞
」
（
『
文
選
』

巻
四
五
）
の
「
雲
無
心
以
出
岫
、
鳥
倦
飛
而
知
還
」
（
雲
は
無
心
に
し
て
以
て
岫

を
出
で
、
鳥
は
飛
ぶ
に
倦
み
て
還
る
を
知
る
）
を
踏
ま
え
る
と
指
摘
す
る
。
「
鶴

う

帰
松
」
は
、
中
唐
・
雍
陶
「
憶
山
寄
僧
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
五
一
八
）
に
「
憶
山

長
羨
鶴
帰
松
」
（
山
を
憶
ひ
て
長
に
鶴
の
松
に
帰
る
を
羨
む
）
と
あ
り
、
山
中
に

つ
ね

隠
棲
す
る
こ
と
を
暗
示
す
る
語
。

頸
聯
は
住
居
か
ら
の
眺
望
を
描
く
。
「
籬
間
菊
」
と
「
牖
外
峰
」
は
、
陶
淵
明

「
飲
酒
」
二
十
首
其
五
（
『
文
選
』
巻
三
〇
で
は
「
雑
詩
二
首
」
其
二
）
の
有
名

な
「
采
菊
東
籬
下
、
悠
然
望
南
山
」
（
菊
を
采
る

東
籬
の
下
、
悠
然
と
し
て

南
山
を
望
む
）
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
こ
は
外
の
景
物
に
心
惹

か
れ
る
こ
と
を
言
外
に
含
む
の
で
あ
ろ
う
。

尾
聯
は
胡
床
を
払
お
う
し
た
が
、
払
子
を
忘
れ
た
こ
と
に
気
付
き
、
童
を
呼
ぶ

主
人
の
姿
を
詠
む
。
「
上
堂
」
に
つ
い
て
、
吉
川
・
一
海
両
氏
は
「
庭
か
ら
座
敷

に
の
ぼ
る
」
こ
と
と
注
す
。
こ
の
解
釈
に
拠
れ
ば
、
尾
聯
は
庭
に
出
て
い
た
主
人

が
、
胡
床
に
座
っ
て
（
更
に
）
ゆ
っ
く
り
と
眺
望
を
楽
し
も
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

払
子
を
置
き
忘
れ
て
き
た
こ
と
に
気
づ
い
て
…
、
と
い
う
状
況
が
想
像
さ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
詩
の
推
敲
過
程
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
定
稿
に
至

る
間
に
、
前
稿
を
推
敲
し
て
い
る
箇
所
は

で
示
し
た
。
平
仄
と
押
韻
は
基
本

的
に
『
広
韻
』
に
従
い
、
平
仄
は
二
四
不
同
・
二
六
対
・
反
法
・
粘
法
及
び
韻
を

踏
ま
な
い
句
末
の
正
否

が

分
か
る
よ
う
、
各
句
の
偶
数
字
と
句
末
字
に
の
み
記

*9

し
た
。
孤
平
・
下
三
連
な
ど
の
禁
則
事
項
へ
の
配
慮

に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る

*10

と
こ
ろ
の
み
指
摘
す
る
。

【
推
敲
過
程
】

○
は
平
声
、
●
は
仄
声
、
◎
は
平
声
の
押
韻
字
を
示
す
（
以
下
、
同
じ
）
。

【
草
案
】

【
初
案
】

【
訂
正
稿
】

【
定
稿
】

１
香
烟
一
島
道
心
濃

１
香
烟
一
島
道
心
濃

○

●

○

◎

○

●

○

◎

２
結
跏
何
時
古
仏
逢

趺
坐
何
時
古
仏
逢

２
趺
坐
何
処
古
仏
逢

○

○

●

◎

●

○

●

◎

●

●

●

◎

終
日
無
為
□
対
岫

３
終
日
無
為
雲
出
岫

終
日
無
心
雲
出
岫

３
終
日
無
為
雲
出
岫

●

○

●

●

●

○

●

●

●

○

●

●

●

○

●

●

道
心
誰
識
独
栽
松

４
重
陽
多
事
鶴
帰
松

夕
陽
多
事
鶴
帰
松

４
夕
陽
多
事
鶴
帰
松

○

●

○

◎

○

●

○

◎

○

●

○

◎

○

●

○

◎

５
暖
黄
点
綴
籬
間
菊

寒
黄
点
綴
籬
間
菊

５
寒
黄
点
綴
籬
間
菊

○

●

○

●

○

●

○

●

○

●

○

●

６
暗
碧
衝
開
牖
外
峰

６
暗
碧
衝
開
牖
外
峰

●

○

●

◎

●

○

●

◎

７
欲
払
胡
床
無
麈
尾

欲
払
胡
床
忘
麈
尾

７
欲
払
胡
床
遺
麈
尾

●

○

●

●

●

○

●

●

●

○

●

●

８
虚
堂
昼
静
復
呼
童

虚
堂
静
処
起
呼
童

８
上
堂
回
首
復
呼
童

○

●

○

◎

○

●

○

◎

○

●

○

◎

こ
の
詩
の
第
一
次
稿
（
画
像
１
参
照
）
は
、
前
日
の
詩
稿
の
左
余
白
に
、
ま
ず

第
三
句
と
第
四
句
の
二
句
の
み
（
【
草
案
】
）
が
上
部
に
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の

下
に
全
体
八
句
（
【
初
案
】
）
が
書
か
れ
て
い
る
。

ま
ず
首
聯
は
第
二
句
【
初
案
】
の
「
結
跏
」
が
【
訂
正
稿
】
で
「
趺
坐
」
に
推

敲
さ
れ
る
の
み
。
【
初
案
】
の
「
結
跏
」
は
足
を
組
ん
で
座
る
坐
禅
の
座
り
方
で

あ
り
、
【
訂
正
稿
】
の
「
趺
坐
」
と
同
義
。
こ
れ
は
「
跏
」
が
平
声
で
平
仄
が
合

わ
な
い
た
め
、
仄
声
の
「
坐
」
に
変
え
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
問
題

は
【
初
案
】
で
「
何
時
」
で
あ
っ
た
四
字
目
「
時
」
（
平
声
）
を
、
【
定
稿
】
で

は
「
処
」（
仄
声
）
に
変
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
変
更
の
た
め
、
逆
に
【
定

稿
】
で
は
四
字
目
の
平
仄
が
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。

漱
石
の
漢
詩
は
平
仄
を
厳
密
に
守
る
傾
向
に
あ
り
、
漱
石
は
近
体
詩
の
諸
規
則

に
精
通
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る

。
こ

の
時
期
の
推
敲
も
、
二
字
目
の
「
結
跏
」

*11

か
ら
「
趺
坐
」
へ
の
よ
う
に
平
仄
を
整
え
る
た
め
の
変
更
も
多
い
の
だ
が
、
こ
こ

で
は
珍
し
く
平
仄
が
合
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
と
同
じ
よ
う
に
、
前
日
の
八

月
二
十
一
日
の
詩
も
、
第
一
句
の
平
仄
が
【
初
案
】
で
は
合
っ
て
い
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
【
定
稿
】
で
は
、
推
敲
の
結
果
、
合
わ
な
く
な
る
と
い
う
例
が
見
え
る
。

い
ま
そ
の
首
聯
の
推
敲
過
程
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
無
題
」
大
正
五
年
八
月
二
十
一
日

142【
初
案
】
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１
未
知
行
脚
未
知
経

未
だ
行
脚
を
知
ら
ず

未
だ
経
を
知
ら
ず

○

●

○

２
漫
走
東
西
似
転
萍

漫
り
に
東
西
に
走
り
て

転
萍
に
似
る

●

○

●

【
定
稿
】

１
未
作
文
章
不
論
経

未
だ
文
章
を
作
ら
ず

経
を
論
ぜ
ず

●

○

○

２
漫
走
東
西
似
泛
萍

漫
り
に
東
西
に
走
り
て

泛
萍
に
似
る

●

○

●

こ
の
詩
の
【
初
案
】
で
は
第
一
句
は
、
僧
侶
の
よ
う
に
「
行
脚
」
し
て
修
行
す

る
こ
と
も
知
ら
ず
、「
経
」
も
知
ら
な
い
自
分
を
言
う
句
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
行
脚
」
と
の
対
応
か
ら
、
「
経
」
は
仏
教
の
経
典
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
が
推
敲
の
結
果
、
【
定
稿
】
で
は
「
文
章
」
も
知
ら
ず
、
ま
た
「
経
」
も
知
ら

ず
と
な
り
、
二
字
目
と
四
字
目
の
平
仄
が
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
文

章
」
は
詩
文
を
指
し
、
そ
れ
と
の
対
応
を
考
え
れ
ば
、
「
経
」
は
仏
教
の
み
な
ら

ず
、
儒
教
の
経
典
も
指
す
と
考
え
ら
れ
、
い
ま
だ
文
学
も
な
ら
ず
思
想
を
論
ず
る

こ
と
も
な
い
自
分
を
言
う
句
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
首
聯
は
現
在
の
自
分
が

置
か
れ
た
状
況
を
述
べ
る
句
で
あ
り
、
第
二
句
で
も
「
東
」
と
「
西
」
の
間
を
と

り
と
め
も
な
く
奔
走
す
る
自
分
を
描
き
出
す
。
第
一
句
の
推
敲
は
、
こ
の
現
在
の

自
分
を
ど
の
よ
う
に
描
き
出
す
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
上
で
の
推
敲
の
よ
う
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
平
仄
が
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
詩
の
第
二
句
の
「
何
時
」
か
ら
「
何
処
」
へ
の
改
変
は
、
漢
詩
ノ
ー
ト
に
推

敲
の
跡
は
な
く
（
画
像
２
参
照
）
、
清
書
時
の
誤
写
の
可
能
性
も
あ
る
の
だ
が
、

或
い
は
こ
こ
も
敢
え
て
平
仄
を
犯
し
て
も
、
時
間
よ
り
も
場
所
を
問
う
こ
と
で
、

何
事
か
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

続
く
頷
聯
は
、
【
草
案
】
か
ら
【
初
案
】
へ
の
改
変
に
よ
っ
て
、
第
四
句
の
内

容
が
大
き
く
変
え
ら
れ
て
お
り
、
第
三
句
も
そ
れ
と
呼
応
す
る
よ
う
に
推
敲
が
行

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
い
ま
推
敲
の
過
程
を
推
論
し
や
す
く
す
る
た
め
、
頷

聯
の
本
文
と
書
き
下
し
文
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

【
草
案
】

３
終
日
無
為
□
対
岫

終
日

無
為

□

岫
に
対
し

４
道
心
誰
識
独
栽
松

道
心

誰
か
識
ら
ん
独
り
松
を
栽
う
る
を

【
初
案
】

３
終
日
無
為
雲
出
岫

終
日

無
為

雲

岫
を
出
で

４
重
陽
多
事
鶴
帰
松

重
陽

多
事

鶴

松
に
帰
る

【
訂
正
稿
】

３
終
日
無
心
雲
出
岫

終
日

無
心

雲

岫
を
出
で

４
夕
陽
多
事
鶴
帰
松

夕
陽

多
事

鶴

松
に
帰
る

【
定
稿
】

３
終
日
無
為
雲
出
岫

終
日

無
為

雲

岫
を
出
で

４
夕
陽
多
事
鶴
帰
松

夕
陽

多
事

鶴

松
に
帰
る

第
三
句
の
【
草
案
】
「
終
日
無
為
□
対
岫
」
の
五
字
目
を
一
海
氏
は
「
雲
」
と

す
る
。
「
雲
」
で
あ
れ
ば
、
【
草
案
】
は
雲
が
岫
に
向
い
合
う
さ
ま
を
描
く
句
と

な
る
が
、
【
初
案
】
で
は
陶
淵
明
「
帰
去
来
辞
」
に
近
づ
き
、
雲
が
岫
か
ら
出
て

行
く
さ
ま
を
描
く
句
と
変
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
「
無
為
」
は
、
第
二
次
稿
（
画
像

２
参
照
）
で
は
「
為
」
の
右
傍
に
「
心
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
消
さ
れ
て
、

改
め
て
「
為
」
が
左
傍
に
記
さ
れ
て
、
【
定
稿
】
と
な
っ
て
い
る
。

第
四
句
の
【
草
案
】
「
道
心
誰
識
独
栽
松
」
は
『
臨
済
録
』
「
行
録
」
に
見
え

る
「
臨
済
栽
松
」
の
故
事
に
基
づ
く
。
「
臨
済
栽
松
」
の
故
事
は
、
師
の
黄
檗
に

深
山
に
数
本
の
松
を
植
え
る
理
由
を
尋
ね
ら
れ
た
臨
済
が
、「
一
つ
に
は
山
門
の
与た

め

に
境
地
を
な
し
、
二
つ
に
は
後
人
の
与
に
標
榜
と
作
さ
ん
」
と
答
え
た
と
い
う
も

め
じ
る
し

の
で
あ
り

、「
独
栽
松
」
が
こ
の
「
臨
済
栽
松
」
の
故
事
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、

*12

【
初
案
】
は
冒
頭
二
句
で
修
行
す
る
人
物
が
、
後
人
の
為
に
標
榜
を
立
て
よ
う
と
、

め
じ
る
し

人
知
れ
ず
松
を
栽
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
詠
ん
だ
も
の
と
解
釈
で
き
る
。

こ
の
【
草
案
】
が
、
【
初
案
】
で
は
「
重
陽
多
事
鶴
帰
松
」
と
な
り
、
座
禅
を

組
ん
で
修
行
す
る
主
人
の
思
い
を
詠
む
句
か
ら
、
重
陽
の
日
の
俗
事
を
避
け
る
よ
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う
に
、
山
に
帰
る
鶴
の
姿
を
描
く
句
へ
と
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。「
多
事
」
は
、

こ
こ
で
は
俗
事
の
多
い
こ
と
。
【
草
案
】
で
は
、
修
行
す
る
主
人
の
姿
や
思
い
が

直
接
的
に
表
現
さ
れ
て
い
た
が
、
【
初
案
】
で
は
脱
俗
の
思
い
を
象
徴
す
る
雲
や

鶴
の
姿
を
描
く
こ
と
で
、
間
接
的
に
主
人
の
思
い
を
表
現
す
る
句
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
【
草
案
】
で
は
「
臨
済
栽
松
」
の
故
事
を
踏
ま
え
て
、
人
々
の
為
に
標
榜

め
じ
る
し

を
立
て
よ
う
と
す
る
主
人
の
思
い
が
表
明
さ
れ
て
い
た
が
、
推
敲
の
結
果
、
【
初

案
】
で
は
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
世
俗
へ
の
思
い
か
ら
逃
れ
て
隠
遁
を
志
向
す
る

思
い
が
表
明
さ
れ
、
詩
全
体
も
自
然
を
愛
し
隠
遁
を
志
向
す
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
「
臨
済
栽
松
」
の
故
事
を
踏
ま
え
た
第
四
句
【
草
案
】
の
着
想
は
、
翌

日
の
詩
の
第
四
句
に
用
い
ら
れ
、
そ
こ
で
は
自
然
を
愛
す
る
思
い
と
人
々
の
為
に

悟
り
を
求
め
る
思
い
が
頷
聯
で
対
置
さ
れ
て
い
る

。
*13

頸
聯
は
、
第
五
句
の
【
初
案
】
「
暖
黄
」
が
、
【
定
稿
】
で
は
「
寒
黄
」
へ
と

変
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
第
六
句
の
「
暗
碧
」
と
対
応
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

尾
聯
は
、
【
初
案
】
か
ら
【
定
稿
】
に
か
け
て
の
推
敲
の
跡
に
、
作
中
人
物
の

姿
や
心
の
動
き
が
よ
り
想
像
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
配
慮
が
う
か
が
え
る
。
こ
こ

も
推
論
を
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
尾
聯
の
本
文
と
書
き
下
し
文
を
示
し
て
お
く
。

【
初
案
】

７
欲
払
胡
床
無
麈
尾

胡
床
を
払
は
ん
と
欲
し
て

麈
尾
無
く

８
虚
堂
昼
静
復
呼
童

虚
堂

昼
静
か
に
し
て
復
た
童
を
呼
ぶ

【
訂
正
稿
】

７
欲
払
胡
床
忘
麈
尾

胡
床
を
払
は
ん
と
欲
し
て

麈
尾
を
忘
れ

８
虚
堂
静
処
起
呼
童

虚
堂

静
か
な
る
処

起
ち
て
童
を
呼
ぶ

【
定
稿
】

７
欲
払
胡
床
遺
麈
尾

胡
床
を
払
は
ん
と
欲
し
て

麈
尾
を
遺
れ

８
上
堂
回
首
復
呼
童

堂
に
上
り
首
を
回
ら
し
て
復
た
童
を
呼
ぶ

ま
ず
第
七
句
の
【
初
案
】
「
無
麈
尾
」
の
「
無
」
が
、
【
訂
正
稿
】
で
「
忘
」
、

【
定
稿
】
で
「
遺
」
と
な
る
。
些
細
な
変
更
で
は
あ
る
が
、
【
初
案
】
の
「
無
」

は
「
麈
尾
」
の
有
無
を
示
す
だ
け
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、【
訂
正
稿
】
と
【
定

稿
】
で
は
主
体
が
「
忘
／
遺
」
れ
て
き
た
と
す
る
こ
と
で
、
こ
の
と
き
の
主
体
の

心
の
動
き
を
想
像
で
き
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
「
無
」
「
遺
」
は
平
声
、

「
忘
」
は
仄
声
で
、
「
忘
麈
尾
」
＝
下
三
連
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
ほ
ぼ
意
味

●

●

●

の
同
じ
「
遺
麈
尾
」
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

○

●

●

第
八
句
は
、
【
初
案
】
で
は
「
虚
堂
昼
静
復
呼
童
」
で
あ
っ
た
が
、
【
訂
正
稿
】

で
は
「
昼
静
復
」
が
「
静
処
起
」
と
な
る
。
【
訂
正
稿
】
で
は
「
昼
」
と
い
う
時

の
設
定
が
無
く
な
り
、
ま
た
「
起
」
か
ら
は
、
虚
堂
に
座
禅
し
て
い
た
主
人
が
立

ち
上
が
る
姿
が
想
像
で
き
る
。
こ
れ
が
【
定
稿
】
で
は
上
四
字
が
「
上
堂
回
首
」

と
改
め
ら
れ
、
「
起
」
は
「
復
」
に
戻
る
。

先
述
の
如
く
、「
上
堂
」
を
吉
川
・
一
海
氏
は
「
（
庭
か
ら
）
座
敷
に
の
ぼ
る
。
」

と
注
す
が
、
こ
の
解
釈
の
背
景
に
は
、
こ
の
詩
の
頸
聯
が
陶
淵
明
「
飲
酒
」
二
十

首
其
五
の
「
采
菊
東
籬
下
、
悠
然
望
南
山
」
（
菊
を
采
る

東
籬
の
下
、
悠
然
と

し
て

南
山
を
望
む
）
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
坐
禅
を
し
て
い
た
主
人
が
、
頸
聯
の
よ
う
な
屋
外
の
風

景
に
惹
か
れ
て
庭
に
出
て
、
更
に
ゆ
っ
た
り
と
風
景
を
楽
し
も
う
と
「
胡
床
」（
安

楽
椅
子
）
に
坐
ろ
う
と
し
た
も
の
の
、
払
子
を
置
き
忘
れ
て
き
た
こ
と
に
気
が
つ

い
て
、
庭
か
ら
堂
に
上
っ
て
童
子
を
呼
ぶ
、
そ
の
よ
う
な
屋
内
か
ら
屋
外
へ
、
そ

し
て
屋
外
か
ら
屋
内
へ
と
い
う
、
一
連
の
主
人
の
動
き
が
想
像
で
き
る
。

い
ま
、
尾
聯
の
【
初
案
】
か
ら
【
定
稿
】
ま
で
の
推
敲
の
過
程
を
推
論
す
れ
ば
、

【
初
案
】
の
尾
聯
「
欲
払
胡
床
無
麈
尾
、
虚
堂
昼
静
復
呼
童
」
は
、
「
虚
堂
」
で

「
結
跏
」
し
て
い
た
主
人
が
、
「
胡
床
」
（
安
楽
椅
子
）
に
座
ろ
う
と
し
て
「
麈

尾
」
が
「
無
」
い
こ
と
に
気
付
い
た
と
い
う
状
況
を
描
出
し
て
い
た
。
そ
れ
を
【
訂

正
稿
】
の
「
欲
払
胡
床
忘
麈
尾
、
虚
堂
静
処
起
呼
童
」
で
は
、「
麈
尾
」
を
「
忘
」

れ
た
こ
と
に
気
付
い
た
主
人
が
（
「
結
跏
（
趺
坐
）
」
か
ら
？
）
「
起
」
ち
上
が
っ
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て
…
と
、
主
人
の
心
と
姿
に
動
き
が
加
わ
り
、
更
に
【
定
稿
】
で
は
、
（
頸
聯
の

風
景
に
惹
か
れ
て
？
）
庭
に
出
て
い
た
主
人
が
「
麈
尾
」
を
「
遺
」
れ
て
き
た
こ

わ
す

と
に
気
付
い
て
、
（
庭
か
ら
）
「
堂
に
上
」
っ
て
…
と
な
り
、
堂
か
ら
庭
へ
、
そ

し
て
庭
か
ら
堂
へ
と
主
人
の
動
き
に
幅
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
そ
の
動
き
に
伴
う
主

人
の
心
の
動
き
に
も
解
釈
の
幅
が
生
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
漱
石
の
推
敲
は
平
仄
を
整
え
た
り
、
前
後
の
対
応
に
配
慮
し
た

軽
微
な
変
更
だ
け
で
は
な
く
、
推
敲
の
結
果
、
詩
中
に
読
み
込
ま
れ
る
思
い
が
変

化
し
、
ま
た
人
物
の
姿
や
心
の
動
き
を
よ
り
豊
か
に
想
像
で
き
る
よ
う
な
表
現
と

な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
漱
石
の
表
現
行
為
の
再
認
識
と
し
て
の
詩
作
の
一
端
が
う

か
が
え
そ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
に
本
詩
の
頷
聯
と
同
じ
よ
う
に
、
推
敲
の
結
果
、
詩
中
に
読
み
込

ま
れ
る
思
い
が
当
初
の
も
の
と
は
変
わ
っ
て
し
ま
う
例
と
し
て
、

「
無
題
」
大

147

正
五
年
八
月
二
十
九
日
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
推
敲
の
過
程
を
推
論
し
て
み
た
い
。

三
、
詩
作
の
思
い
か
ら
帰
隠
の
思
い
へ

―

「
無
題
」
大
正
五
年
八
月
二
十
九
日

147

「
無
題
」
大
正
五
年
八
月
二
十
九
日

147１
不
愛
帝
城
車
馬
喧

愛
せ
ず

帝
城

車
馬
の

喧

し
き
を

か
ま
び
す

２
故
山
帰
臥
掩
柴
門

故
山
に
帰
臥
し
て

柴
門
を
掩
は
ん

お
ほ

３
紅
桃
碧
水
春
雲
寺

紅
桃

碧
水

春
雲
の
寺

４
暖
日
和
風
野
靄
村

暖
日

和
風

野
靄
の
村

５
人
到
渡
頭
垂
柳
尽

人

渡
頭
に
到
り
て

垂
柳
尽
き

６
鳥
来
樹
杪
落
花
繁

鳥

樹
杪
に
来
た
り
て

落
花
繁
し

し
げ

７
前
塘
昨
夜
蕭
蕭
雨

前
塘

昨
夜

蕭
蕭
の
雨

８
促
得
細
鱗
入
小
園

細
鱗
を

促

し
得
て

小
園
に
入
ら
し
む

う
な
が

首
聯
は
陶
淵
明
の
「
飲
酒
二
十
首
」
其
五
（
既
引
）
の
冒
頭
句
「
結
廬
在
人
境
、

而
無
車
馬
喧
結
廬
」
（
廬
を
結
び
て
人
境
に
在
り
、
而
も
車
馬
の
喧
し
き
無
し
）

を
踏
ま
え
た
表
現
を
用
い
、
都
会
の
喧
噪
を
避
け
て
故
郷
に
帰
っ
て
隠
遁
せ
ん
と

す
る
心
を
詠
む
。

頷
聯
で
は
、
穏
や
か
な
春
の
景
が
広
が
る
山
村
の
姿
を
描
き
出
し
、
頸
聯
で
は
、

別
れ
の
場
で
も
あ
る
渡
し
場
の
し
だ
れ
柳
と
鳥
が
枝
の
上
に
止
ま
る
た
び
に
花
び

ら
が
散
る
様
を
描
く
。
「
垂
楊
尽
」
は
、
中
唐
・
孟
郊
「
折
楊
柳
」
（
『
全
唐
詩
』

巻
三
七
三
）
に
「
楊
柳
多
短
枝
、
短
枝
多
別
離
。
贈
遠
屡
攀
折
、
柔
條
安
得
垂
」

（
楊
柳

短
枝
多
く
、
短
枝

別
離
多
し
。
遠
き
に
贈
ら
ん
と

屡

ば
攀
折
せ
ば
、

し
ば
し

柔
條

安
ん
ぞ
垂
る
る
を
得
ん
）
と
あ
る
よ
う
に
、
別
れ
の
場
で
旅
立
つ
相
手
に

柳
の
枝
を
折
っ
て
贈
ろ
う
と
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
し
だ
れ
柳
の
枝
も
尽
き
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

尾
聯
は
、
昨
夜
の
も
の
寂
し
い
雨
で
水
流
が
増
し
、
庭
園
の
内
部
に
流
れ
込
む

さ
ま
を
詠
む
。
「
細
鱗
」
は
、
『
草
枕
』
に
も
「
海
は
足
の
下
に
光
る
。
遮
ぎ
る

雲
の
一
片
さ
え
持
た
ぬ
春
の
日
影
は
、
普
ね
く
水
の
上
を
照
ら
し
て
、
い
つ
の
間

ひ
と
ひ
ら

あ
ま

に
か
ほ
と
ぼ
り
は
波
の
底
ま
で
浸
み
渡
っ
た
と
思
わ
る
る
ほ
ど
暖
か
に
見
え
る
。

し

色
は
一
刷
毛
の
紺

青
を
平
ら
に
流
し
た
る
所
々
に
、
し
ろ
か
ね
の
細
鱗
を
畳
ん

ひ
と

は

け

こ
ん
じ
よ
う

さ
い
り
ん

で
濃
や
か
に
動
い
て
い
る
。
」
と
あ
り
、
春
の
光
を
う
け
て
魚
の
鱗
の
よ
う
に
輝

こ
ま

く
海
面
を
形
容
す
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
尾
聯
も
同
じ
よ
う
に
、

昨
夜
の
雨
水
が
泉
流
と
な
っ
て
庭
に
流
れ
入
り
、
春
の
光
を
う
け
て
魚
の
鱗
の
よ

う
に
輝
く
さ
ま
を
言
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
菅
茶
山
な
ど
と
交
友
の
あ
っ
た
江

戸
時
代
後
期
の
牧
野
黙
庵
「
春
窓
対
雨
」
（
『
松
村
遺
稿
』
）
に
「
昨
来
微
雨
灑
園

林
、
促
得
春
光
次
第
深
」
（
昨
来
の
微
雨

園
林
を
灑
ひ
、
促
し
得
た
り

春
光

あ
ら

の
次
第
に
深
き
を
）
と
あ
り
、
春
の
細
雨
が
庭
の
木
々
に
そ
そ
い
で
、
春
の
景
色

を
深
め
て
ゆ
く
様
を
詠
む
句
も
見
え
る
。
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さ
て
、
こ
の
詩
の
推
敲
過
程
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

【
初
案
】

【
訂
正
稿
１
】

【
訂
正
稿
２
】

【
定
稿
】

１
畢
竟
詩
人
老
蓽
門

好
住
詩
郷
掩
蓽
門

迂
闊
□
逃
世
故
煩

１
不
愛
帝
城
車
馬
喧

●

○

●

◎

●

○

●

◎

●

○

●

◎

●

○

●

◎

２
只
令
青
帝
復
回
轅

詩
郷
高
臥
掩
柴
門

２
故
山
帰
臥
掩
柴
門

○

●

○

◎

○

●

○

◎

○

●

○

◎

３
桃
花
碧
水
春
雲
寺

紅
桃
碧
水
春
雲
寺

３
紅
桃
碧
水
春
雲
寺

○

●

○

●

○

●

○

●

○

●

○

●

４
暖
日
和
風
野
靄
村

４
暖
日
和
風
野
靄
村

●

○

●

◎

●

○

●

◎

５
人
到
渡
頭
垂
柳
尽

５
人
到
渡
頭
垂
柳
尽

●

○

●

●

●

○

●

●

６
鳥
来
樹
梢
落
花
繁

鳥
来
樹
杪
落
花
繁

６
鳥
来
樹
杪
落
花
繁

○

○

○

◎

○

●

○

◎

○

●

○

◎

７
前
塘
昨
夜
蕭
蕭
雨

７
前
塘
昨
夜
蕭
蕭
雨

○

●

○

●

○

●

○

●

８
促
得
細
鱗
入
小
園

８
促
得
細
鱗
入
小
園

●

○

●

◎

●

○

●

◎

こ
の
詩
は
首
聯
が
よ
く
推
敲
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
推
敲
の
過
程
で
、
詩
中
の
思

い
や
詩
全
体
の
方
向
性
が
当
初
の
も
の
と
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
第
三
句

と
第
六
句
の
推
敲
は
軽
微
な
変
更
で
あ
る
の
で
、
先
に
考
え
て
お
き
た
い
。

第
三
句
は
、
【
初
案
】
の
「
桃
花
」
が
、
【
訂
正
稿
１
】
で
は
「
紅
桃
」
と
変

わ
る
。
「
桃
花
」
で
も
平
仄
は
問
題
な
く
、
こ
こ
は
一
句
中
の
「
紅
」
と
「
碧
」

が
色
彩
対
と
な
る
よ
う
に
変
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
句
中
で
「
紅
」
と
「
碧
」

と
を
句
中
対
と
す
る
唐
詩
の
例
に
は
、
沈
佺
期
「
上
巳
日
祓
禊
渭
濱
応
制
」
（
『
全

唐
詩
』
巻
一
二
五
）
に
「
紅
桃
碧
柳
禊
堂
春
」
（
紅
桃
碧
柳

禊
堂
の
春
）
と
あ

、

、

、

、

る
。
ま
た
漱
石
の
例
で
は

「
無
題
」
大
正
五
年
十
月
一
日
に
「
碧
空
有
影
映
紅

、

、

180

桃
」
（
碧
空

影
有
り
て

紅
桃
に
映
ず
）
と
あ
り
、
ま
た

「
無
題
」
大
正
五

、

、

206

年
十
一
月
十
三
日
に
は
「
三
竿
旭
日
紅
桃
峡
、
一
丈
珊
瑚
碧
海
春
」
（
三
竿
の
旭

、

、

日

紅
桃
の
峡
、
一
丈
の
珊
瑚

碧
海
の
春
）
と
対
句
で
用
い
る
。

、

、

ま
た
第
六
句
は
【
初
案
】
で
は
「
樹
梢
」
で
あ
っ
た
の
が
、
「
樹
杪
」
に
訂
正

さ
れ
て
い
る
。
「
梢
」
と
「
杪
」
は
同
義
で
あ
り
、
こ
こ
は
平
仄
を
整
え
る
た
め

の
変
更
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
首
聯
の
推
敲
過
程
に
つ
い
て
、
順
を
追
っ
て
推
論
し
て
み
た
い
。

【
初
案
】

１
畢
竟
詩
人
老
蓽
門

畢
竟

詩
人
は
蓽
門
に
老
ゆ

２
只
令
青
帝
復
回
轅

只
だ
青
帝
を
し
て
復
た
轅
を
回
ら
さ
し
め
ん

【
初
案
】
は
、
詩
人
が
質
素
な
暮
ら
し
の
中
で
老
い
て
ゆ
き
、
春
の
神
に
ふ
た

た
び
踵
を
繞
ら
せ
て
春
を
訪
れ
さ
せ
る
こ
と
願
う
ば
か
り
と
い
う
意
だ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
頷
聯
が
春
の
景
物
を
詠
む
の
も
、
こ
の
首
聯
を
承
け
て
の
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
「
蓽
門
」
は
い
ば
ら
で
作
ら
れ
た
粗
末
な
門
。

「
無
題
」
大
正
五
年

136

八
月
十
五
日
に
も
「
蓽
門
不
杜
貧
如
道
、
茅
屋
偶
空
交
似
雲
」
（
蓽
門

杜
ざ
さ

ず

貧
し
き
は
道
な
る
が
如
く
、
茅
屋

偶

空
し
く

交

り
は
雲
に
似
た
り
）

た
ま
た
ま

ま
じ
は

と
あ
り
、
仲
間
か
ら
離
れ
て
一
人
貧
し
く
暮
ら
す
自
宅
を
指
す
語
と
し
て
見
え
る
。

「
青
帝
」
は
春
の
神
。
春
の
景
物
が
作
詩
へ
の
思
い
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
、
こ

の
詩
の
翌
日

「
無
題
」
大
正
五
年
八
月
三
十
日
の
首
聯
に
「
詩
思
杳
在
野
橋
東
、

149

景
物
多
横
淡
靄
中
」
（
詩
思
杳
か
に
在
り

野
橋
の
東
、
景
物

多
く
横
た
は
る

は
る

淡
靄
の
中
）
と
あ
る
。

漢
詩
ノ
ー
ト
（
第
一
次
稿
）
で
は
、
こ
の
首
聯
の
下
に
【
訂
正
稿
２
】
と
【
定

稿
】
が
併
記
さ
れ
て
お
り
、
左
隅
に
【
訂
正
稿
１
】
の
「
好
住
詩
郷
掩
蓽
門
」
*14

と
【
訂
正
稿
２
】
の
一
部
（
「
世
故
煩
」
）
が
記
さ
れ
て
い
る
（
画
像
３
参
照
）
。

【
訂
正
稿
１
】

１
好
住
詩
郷
掩
蓽
門

好
ん
で
詩
郷
に
住
み
て
蓽
門
を
掩
ふ

２
只
令
青
帝
復
回
轅

只
だ
青
帝
を
し
て
復
た
轅
を
回
ら
さ
し
め
ん

【
初
案
】
の
第
一
句
は
、
詩
人
が
質
素
な
暮
ら
し
の
中
で
老
い
て
ゆ
く
こ
と
を

述
べ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
【
訂
正
稿
１
】
は
「
老
」
い
の
問
題
が
後
退
し
、
好

ん
で
「
詩
郷
」
に
住
み
、
世
俗
と
の
関
係
を
絶
っ
て
暮
ら
す
こ
と
を
言
う
。
「
好

住
」
は
、
唐
詩
で
は
、
旅
に
出
る
人
が
、
見
送
る
人
（
或
い
は
物
）
に
対
し
て
い

う
挨
拶
の
言
葉
で
、
「
お
元
気
で
、
ご
き
げ
ん
よ
う
」
の
意
の
口
語
表
現

だ
が

、

*15

こ
こ
で
は
自
ら
好
ん
で
住
む
こ
と
を
言
う
。
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「
詩
郷
」
は
、
詩
の
世
界
。
中
国
の
古
い
詩
文
に
は
用
例
を
見
な
い
語
。
漱
石

に
も
こ
れ
以
外
に
用
例
は
見
え
な
い
。
「
掩
蓽
門
」
は
門
を
閉
ざ
し
て
世
俗
と
の

関
係
を
絶
つ
こ
と
。
陶
淵
明
「
癸
卯
歳
始
春
懐
古
田
舍
詩
二
首
」
其
二
の
「
長
吟

掩
柴
門
」
（
長
吟
し
て
柴
門
を
掩
ふ
）
と
あ
る
。

【
訂
正
稿
２
】

１
迂
闊
□
逃
世
故
煩

迂
闊
に
し
て

□
世
故
の
煩
は
し
き
を
逃
れ

２
詩
郷
高
臥
掩
柴
門

詩
郷
に
高
臥
し
て

柴
門
を
掩
ふ

【
訂
正
稿
２
】
は
、
【
訂
正
稿
１
】
の
「
詩
郷
」
と
「
掩
蓽
門
」
（
→
「
掩
柴

門
」
）
が
第
二
句
に
移
り
、
第
一
句
に
は
新
た
な
句
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
【
訂

正
稿
１
】
の
第
一
句
の
内
容
を
二
句
に
敷
衍
し
よ
う
と
し
た
よ
う
で
あ
り
、
春
の

再
来
を
願
う
思
い
を
述
べ
た
【
初
案
】
第
二
句
「
只
令
青
帝
復
回
轅
」
の
意
が
失

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
第
一
句
で
は
世
事
に
疎
く
世
間
の
煩
わ
し
さ
か
ら
逃

れ
た
こ
と
、
第
二
句
で
は
、
詩
郷
に
安
ら
か
に
臥
し
て
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
す
こ
と

を
言
う
。
「
迂
闊
」
は
「
迂
遠
」
に
同
じ
。
「
世
故
」
は
世
の
中
の
事
。
世
渡
り
。

「
柴
門
」
は
「
蓽
門
」
と
同
義
で
あ
り
、
こ
こ
は
平
仄
を
合
わ
せ
る
た
め
に
「
蓽
」

を
「
柴
」
に
改
め
た
か
。
結
果
と
し
て
、
先
に
掲
げ
た
陶
淵
明
「
癸
卯
歳
始
春
懐

古
田
舍
詩
二
首
」
其
二
と
同
じ
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
第
一
句
の
三
字
目

に
つ
い
て
、
一
海
氏
は
こ
こ
を
「
始
」
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。

【
定
稿
】

１
不
愛
帝
城
車
馬
喧

愛
せ
ず

帝
城

車
馬
の

喧

し
き
を

か
ま
び
す

２
故
山
帰
臥
掩
柴
門

故
山
に
帰
臥
し
て

柴
門
を
掩
は
ん

お
ほ

【
定
稿
】
は
先
述
の
陶
淵
明
「
飲
酒
二
十
首
」
其
五
の
冒
頭
句
「
結
廬
在
人
境
、

而
無
車
馬
喧
結
廬
」
を
踏
ま
え
た
表
現
と
な
る
。
「
掩
柴
門
」
も
陶
淵
明
の
詩
句

と
重
な
る
表
現
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
陶
淵
明
の
帰
隠
の
思
い
を
髣
髴
と
さ
せ
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
「
詩
郷
」
の
語
が
消
え
て
、
【
初
案
】
か

ら
通
底
し
て
い
た
詩
の
世
界
へ
の
思
い
が
失
わ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
詩
の
首
聯
は
、
【
初
案
】
で
は
、
質
素
な
隠
棲
生
活
の

な
か
で
春
の
到
来
を
願
う
老
詩
人
の
心
を
詠
ん
で
い
た
が
、
【
訂
正
稿
１
・
２
】

を
経
て
、
世
事
に
疎
い
が
故
に
詩
の
世
界
に
安
住
し
て
隠
遁
生
活
を
送
る
よ
う
に

な
っ
た
事
情
を
述
べ
る
句
へ
と
変
わ
り
、
【
定
稿
】
で
は
更
に
詩
の
世
界
へ
の
思

い
が
消
え
て
、
よ
り
陶
淵
明
の
文
学
に
近
い
帰
隠
の
思
い
を
詠
む
句
へ
と
変
わ
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
頷
聯
以
下
の
春
の
景
物
は
、
【
初
案
】

で
は
詩
人
の
詩
情
を
駆
り
立
て
る
景
物
で
あ
っ
た
も
の
が
、
【
定
稿
】
で
は
帰
隠

の
思
い
を
駆
り
立
て
る
景
物
だ
と
読
者
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

。
*16

本
詩
の
前
後
の
詩
に
お
い
て
も
、

「
無
題
」
大
正
五
年
八
月
二
十
三
日
に
は

144

「
春
城
日
日
東
風
好
、
欲
賦
帰
来
未
買
田
」
（
春
城

日
日

東
風
好
く
、
帰
来

を
賦
せ
ん
と
欲
し
て
未
だ
田
を
買
は
ず
）
と
、
春
の
景
物
に
帰
隠
の
思
い
を
駆
り

立
て
ら
れ
る
詩
が
あ
る
一
方
、
本
詩
の
翌
日
に
は
先
に
引
い
た

「
無
題
」
大
正

149

五
年
八
月
三
十
日
に
「
詩
思
杳
在
野
橋
東
、
景
物
多
横
淡
靄
中
」
と
あ
り
、
春
の

景
物
に
詩
情
を
駆
り
立
て
ら
れ
る
詩
も
あ
る
。
本
詩
の
首
聯
の
推
敲
は
、
春
の
景

物
を
め
ぐ
る
こ
の
よ
う
な
書
き
手
の
思
い
が
、
背
後
に
あ
っ
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
次
の

「
無
題
」
大
正
五
年
八
月
二
十
八
日
は
、
詩
句
を
推
敲
し
て

146

い
く
過
程
で
、
表
現
す
る
内
容
が
変
わ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
よ
う
に
表
現
す
る

自
分
自
身
に
問
い
か
け
る
詩
人
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
表
現
す
る
自
己
に
問
い
か
け
る
詩
人

―

「
無
題
」
大
正
五
年
八
月
二
十
八
日

146

「
無
題
」
大
正
五
年
八
月
二
十
八
日

146１
何
須
漫
説
布
衣
尊

何
ぞ
須
ひ
ん

漫
り
に
布
衣
の
尊
き
を
説
く
を

も
ち

み
だ

２
数
巻
好
書
吾
道
存

数
巻
の
好
書

吾
が
道
存
す

３
陰
尽
始
開
芳
草
戸

陰
尽
き
て

始
め
て
開
く

芳
草
の
戸
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４
春
来
独
杜
落
花
門

春
来
た
り
て

独
り
杜
ざ
す

落
花
の
門

と

５
蕭
条
古
仏
風
流
寺

蕭
条
た
り

古
仏

風
流
の
寺

６
寂
寞
先
生
日
渉
園

寂
寞
た
り

先
生

日
渉
の
園

７
村
巷
路
深
無
過
客

村
巷

路
深
く
し
て

過
客
無
く

８
一
庭
修
竹
掩
南
軒

一
庭
の
修
竹

南
軒
を
掩
ふ

こ
の
詩
は
訪
れ
る
者
も
無
い
街
巷
で
、
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
す
住
居
と
そ
の
生
活

の
快
適
さ
を
描
く
。
首
聯
は
、
無
位
無
官
の
偉
さ
を
語
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
問

い
か
け
か
ら
始
ま
り
、
数
巻
の
書
物
に
自
ら
の
進
む
べ
き
道
は
示
さ
れ
る
こ
と
を

言
う
。
「
布
衣
」
は
庶
民
。
無
位
無
官
の
人
。
頷
聯
は
、
冬
が
終
わ
っ
て
周
囲
の

門
戸
が
開
か
れ
て
も
、
こ
の
家
の
門
だ
け
は
独
り
閉
ざ
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と

を
言
う
。
「
陰
尽
」
は
冬
の
陰
気
が
尽
き
る
。
頸
聯
で
は
、
頷
聯
が
住
居
の
様
子

が
描
か
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
そ
の
周
囲
の
環
境
が
描
か
れ
る
。
ひ
っ
そ
り
と

し
た
古
び
た
風
雅
な
寺
、
主
人
が
日
々
散
歩
す
る
静
か
な
庭
園
は
、
都
会
の
喧
噪

を
離
れ
た
鄙
び
た
土
地
柄
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ
し
て
尾
聯
は
、
誰
も
訪
れ
る
こ
と

の
な
い
路
地
裏
に
在
る
住
居
の
快
適
な
環
境
を
詠
ん
で
結
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
詩
の
推
敲
過
程
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

【
初
案
】

【
訂
正
稿
１
】

【
訂
正
稿
２
】

【
訂
正
稿
３
】

１
数
竿
栽
竹
愛
南
軒

幾
竿
疎
竹
払
南
軒

幾
竿
修
竹
掩
南
軒

清
閑
領
得
布
衣
尊

○

●

○

◎

○

●

○

◎

○

●

○

◎

○

●

○

◎

２
数
巻
編
書
吾
道
存

数
巻
好
書
吾
道
存

●

○

●

◎

●

◎

３
老
去
誰
開
初
月
戸

●

○

●

●

４
春
来
独
杜
落
花
門

○

●

○

◎

５
非
関
弟
子
風
流
酒

○

●

○

●

６
不
掃
先
生
日
渉
園

●

○

●

◎

７
村
巷
路
深
無
客
訪

※
第
一
句
か
ら
移
動

●

○

●

●

８
誰
能
□
□
再
回
轅

蕭
条

幾
竿
修
竹
掩
南
軒

○

○

◎

○

○

●

○

◎

【
訂
正
稿
４
】

【
訂
正
稿
５
】

【
定
稿
】

清
閑
始
信
布
衣
尊

何
須
漫
説
布
衣
尊

１
何
須
漫
説
布
衣
尊

○

●

○

◎

○

●

○

◎

○

●

○

◎

２
数
巻
好
書
吾
道
存

●

○

●

◎

雁
去
誰
開
初
月
戸

陰
尽
始
開
芳
草
戸

３
陰
尽
始
開
芳
草
戸

●

○

●

●

●

○

●

●

●

○

●

●

４
春
来
独
杜
落
花
門

○

●

○

◎

只
憐
古
仏
風
流
寺

５
蕭
条
古
仏
風
流
寺

○

●

○

●

○

●

○

●

６
寂
寞
先
生
日
渉
園

●

○

●

◎

７
村
巷
路
深
無
過
客

●

○

●

●

一
庭
修
竹
掩
南
軒

８
一
庭
修
竹
掩
南
軒

○

●

○

◎

○

●

○

◎

こ
の
詩
は
第
一
句
が
よ
く
推
敲
さ
れ
て
お
り
、
特
に
【
訂
正
稿
２
】
か
ら
【
訂

正
稿
３
】
に
か
け
て
、
本
来
第
一
句
で
あ
っ
た
句
が
第
八
句
へ
と
移
動
し
て
い
る
。

こ
の
第
一
句
を
含
む
首
聯
の
推
敲
過
程
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
こ
と
と
し
、

先
に
頷
聯
、
頸
聯
、
尾
聯
の
推
敲
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

頷
聯
の
第
三
句
は
、
【
初
案
】
が
「
老
去
誰
開
初
月
戸
」
（
老
去
り
て
誰
か
開

か
ん

初
月
の
戸
）
と
、
年
老
い
た
自
分
に
は
春
正
月
と
な
っ
て
も
誰
も
訪
れ
る

者
は
な
い
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
【
訂
正
稿
４
】
の
「
雁
去
誰
開
初
月

戸
」
（
雁
去
り
て
誰
か
開
か
ん

初
月
の
戸
）
で
は
、
雁
が
去
っ
て
も
誰
も
扉
を

開
か
な
い
と
変
わ
り
、
さ
ら
に
【
訂
正
稿
５
】
で
は
、
「
陰
尽
始
開
芳
草
戸
」
と

冬
の
陰
気
が
尽
き
て
春
草
に
包
ま
れ
る
戸
が
開
く
と
な
っ
て
、
第
四
句
の
「
春
来

独
杜
落
花
門
」
と
の
対
比
関
係
が
よ
り
明
確
と
な
っ
て
い
る
。

頸
聯
の
【
初
案
】
「
非
関
弟
子
風
流
酒
、
不
掃
先
生
日
渉
園
」
（
関
す
る
に
非

ず

弟
子

風
流
の
酒
、
掃
か
ず

先
生

日
渉
の
園
）
は
、
こ
の
家
の
主
人
の

日
頃
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
詠
ん
で
い
た
も
の
が
、
第
五
句
の
【
訂
正
稿
５
】
「
只
憐

古
仏
風
流
寺
」
（
只
だ
憐
む

古
仏

風
流
の
寺
）
を
経
て
、
【
定
稿
】
で
は
「
蕭

条
古
仏
風
流
寺
」
と
、
住
居
周
辺
の
閑
静
な
環
境
を
示
す
句
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

尾
聯
の
【
初
案
】
は
「
村
巷
路
深
無
客
訪
、
誰
能
□
□
再
回
轅
」
（
村
巷

路
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深
く
し
て

客
の
訪
ふ
無
く
、
誰
か
能
く
□
□
再
び
轅
を
回
ら
さ
ん
）
と
、
村
の

路
地
裏
深
く
に
は
客
が
訪
れ
る
こ
と
も
な
く
、
誰
も
車
の
轅
を
め
ぐ
ら
せ
て
再
訪

す
る
も
の
も
な
い
こ
と
を
詠
ん
で
い
た
。
【
訂
正
稿
１
】
で
は
第
八
句
の
句
頭
を

「
蕭
条
」
（
ひ
っ
そ
り
と
し
た
）
と
し
た
も
の
の
、
【
訂
正
稿
３
】
で
は
、
住
居

の
快
適
さ
を
詠
む
第
一
句
の
「
幾
竿
修
竹
掩
南
軒
」
を
こ
こ
に
移
し
、
【
定
稿
】

で
は
「
村
巷
路
深
無
過
客
、
一
庭
修
竹
掩
南
軒
」
と
し
て
、
誰
も
訪
れ
る
こ
と
の

な
い
住
居
の
心
地
よ
い
環
境
を
詠
む
内
容
へ
と
変
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
推
敲
を
経
て
、
詩
全
体
と
し
て
は
、
外
部
か
ら
閉
ざ
さ
れ
た
孤
高

の
生
活
を
詠
む
内
容
だ
っ
た
も
の
が
、
そ
の
よ
う
な
孤
高
の
思
い
と
と
も
に
、
ひ

っ
そ
り
と
し
た
暮
ら
し
と
そ
の
住
居
の
心
地
よ
い
環
境
も
読
み
込
ま
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
頷
聯
以
下
が
推
敲
さ
れ
て
い
く
中
で
、
首
聯
は
ど
の
よ
う
に
移
り

変
わ
っ
て
ゆ
く
の
か
、
特
に
第
一
句
に
つ
い
て
順
を
追
っ
て
考
え
て
み
た
い
。
ま

ず
【
初
案
】
か
ら
【
訂
正
稿
２
】
ま
で
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

【
初
案
】

１
数
竿
栽
竹
愛
南
軒

数
竿
の
栽
竹

南
軒
を
愛
す

【
訂
正
稿
１
】

１
幾
竿
疎
竹
払
南
軒

幾
竿
の
疎
竹

南
軒
を
払
ふ

【
訂
正
稿
２
】

１
幾
竿
修
竹
掩
南
軒

幾
竿
の
修
竹

南
軒
を
掩
ふ

【
初
案
】
は
数
本
の
竹
が
植
え
ら
れ
た
南
軒
を
好
ま
し
く
思
う
と
、
現
在
の
環

境
に
自
足
し
た
状
態
を
言
う
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
【
訂
正
稿
１
】

で
は
第
一
句
の
「
数
竿
」
を
「
幾
竿
」
に
、
「
栽
竹
」
を
「
疎
竹
」
に
、
「
愛
」

を
「
払
」
に
変
え
て
い
る
。
「
数
竿
」
は
第
二
句
が
「
数
巻
」
で
あ
る
た
め
、
同

字
の
重
な
り
を
避
け
て
、
「
幾
」
に
変
え
た
も
の
か
。

「
栽
竹
」
は
人
に
植
え
ら
れ
た
竹
を
言
う
の
に
対
し
て
、
「
疎
竹
」
は
ま
ば
ら

に
生
え
る
竹
を
言
う
。
柳
宗
元
「
贈
江
華
長
老
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
三
五
一
）
に

「
風
窓
疏
竹
響
、
露
井
寒
松
滴
」
（
風
窓

疏
竹
の
響
、
露
井

寒
松
の
滴
）
と

あ
り
、
ま
た
菅
原
道
真
「
秋
」
（
『
菅
家
文
草
』
巻
三
）
に
「
老
松
窓
下
風
涼
処
、

疎
竹
籬
頭
月
落
時
」
（
老
松
窓
下

風
涼
し
き
処
、
疎
竹
籬
頭

月
落
つ
る
時
）

と
あ
り
、
周
囲
の
閑
散
と
し
た
状
況
を
示
す
語
。
「
疏
」
は
「
疎
」
に
同
じ
。
さ

ら
に
【
訂
正
稿
２
】
で
は
こ
れ
が
「
修
竹
」
に
改
め
ら
れ
、
竹
の
美
し
さ
を
強
調

す
る
。
第
二
句
の
「
編
書
」
が
、
【
訂
正
稿
１
】
で
書
き
手
の
意
思
を
よ
り
感
じ

さ
せ
る
「
好
書
」
に
変
え
ら
れ
て
い
る
の
も
、
同
趣
旨
の
推
敲
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
「
栽
竹
」
は
先
の
詩
の
「
栽
松
」
に
似
る
が
、
唐
以
前
の
詩
に
は
用
例

が
見
え
ず
、
中
唐
以
後
に
用
い
ら
れ
る
詩
語
。
「
疏
（
疎
）
竹
」
も
東
晋
・
孫
統

「
蘭
亭
詩
」
に
例
が
見
え
る
も
の
の
、
唐
詩
の
用
例
は
少
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、

「
修
竹
」
は
古
く
前
漢
・
枚
乗
「
七
諌
・
初
放
」
に
「
便
娟
之
脩
竹
兮
、
寄
生
乎

江
潭
」
（
便
娟
の
脩
竹
、
江
潭
に
寄
生
す
）
と
あ
り
、
唐
詩
に
も
頻
用
の
詩
語
。

「
愛
南
軒
」
は
【
初
案
】
で
は
竹
が
植
え
ら
れ
て
い
る
南
の
軒
を
好
む
心
を
詠

ん
で
い
た
も
の
を
、
【
訂
正
稿
１
】
で
は
、
「
払
南
軒
」
と
美
し
い
竹
が
軒
を
払

う
住
居
の
情
景
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
【
訂
正
稿
２
】
で
は
、
「
掩
南
軒
」
と

竹
が
軒
を
掩
う
情
景
へ
と
変
わ
り
、
竹
林
に
掩
わ
れ
て
ひ
っ
そ
り
と
隠
棲
す
る
さ

ま
を
言
う
句
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
の
推
敲
で
は
、
当
初
は
自
足
し
た
現
在
の
状
況
を
詠
ん
で
い
た
も
の

が
、
第
一
句
が
住
居
の
快
適
さ
へ
と
変
わ
っ
て
ゆ
き
、
自
分
の
思
い
を
吐
露
す
る

第
二
句
と
の
関
係
が
や
や
不
安
定
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、【
訂
正
稿
３
】

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
第
一
句
が
第
八
句
へ
と
移
動
し
、
第
一
句
は
新
し
い
句
へ
と

置
き
か
え
ら
れ
る
。

【
訂
正
稿
３
】

１
清
閑
領
得
布
衣
尊

清
閑

領
し
得
た
り

布
衣
の
尊
き
を

【
訂
正
稿
４
】
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１
清
閑
始
信
布
衣
尊

清
閑

始
め
て
信
ず

布
衣
の
尊
き
を

【
訂
正
稿
３
】
で
は
、
第
一
句
に
静
か
で
暇
な
時
を
過
ご
し
て
無
位
無
官
の
尊

さ
を
領
解
し
た
こ
と
を
言
う
句
が
新
た
に
加
え
ら
れ
る
。
「
清
閑
」
は
静
謐
で
閑

暇
な
時
。
「
領
得
」
は
領
解
す
る
。
さ
と
る
。
更
に
【
訂
正
稿
４
】
は
「
領
得
」

が
「
始
信
」
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。「
始
信
」
は
、
謝
霊
運
「
登
江
中
孤
嶼
」（
『
文

選
』
巻
二
六
）
に
「
始
信
安
期
術
、
得
尽
養
生
年
」
（
始
め
て
信
ず

安
期
の
術

の
、
養
生
の
年
を
尽
く
す
を
得
る
を
）
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
信
じ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
言
う
表
現
。

こ
の
よ
う
に
【
訂
正
稿
３
・
４
】
で
は
、
第
一
句
が
【
初
案
】
の
住
居
の
快
適

さ
を
言
う
句
か
ら
、
清
閑
な
生
活
の
中
で
無
位
無
官
の
尊
さ
を
見
い
だ
し
た
こ
と

を
述
べ
る
句
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
第
二
句
の
「
吾
道
」
の
内
実
が

第
一
句
に
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
も
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
に
推
敲
さ
れ
た
第
一
句
は
、
【
定
稿
】
で
は
そ
の
考
え
を
た
し
な
め
る
よ
う

な
句
へ
と
変
わ
っ
て
し
ま
う
。

【
訂
正
稿
５
】

１
何
須
漫
説
布
衣
尊

何
ぞ
須
ひ
ん

漫
り
に
布
衣
の
尊
き
を
説
く
を

【
訂
正
稿
５
】
で
は
、
上
四
字
が
「
何
須
漫
説
」
に
変
更
さ
れ
、
無
位
無
官
の

偉
さ
を
む
や
み
に
語
る
必
要
は
な
い
と
た
し
な
め
る
句
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
無

位
無
官
の
偉
さ
を
む
や
み
に
語
る
の
は
、
ま
さ
に
【
訂
正
稿
３
・
４
】
の
第
一
句

で
あ
り
、
些
か
唐
突
に
始
ま
る
よ
う
に
思
え
る
【
定
稿
】
の
第
一
句
は
、
推
敲
の

跡
か
ら
推
論
す
れ
ば
、
【
訂
正
稿
３
・
４
】
で
無
位
無
官
の
偉
さ
を
見
い
だ
し
た

と
語
っ
た
自
分
自
身
へ
の
問
い
か
け
と
読
め
る
。

こ
の
よ
う
に
、
首
聯
の
推
敲
の
跡
を
た
ど
る
と
、
第
一
句
は
も
と
も
と
住
居
の

快
適
さ
を
述
べ
よ
う
と
し
た
句
が
、
そ
の
よ
う
な
暮
ら
し
の
中
で
領
解
し
た
思
い

を
吐
露
す
る
句
へ
と
変
わ
り
、
更
に
そ
こ
で
吐
露
さ
れ
た
思
い
に
対
し
て
、
問
い

か
け
る
句
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
る
。
特
に
面
白
い
の
は
【
訂
正
稿
３
・
４
】
か

ら
【
訂
正
稿
５
】
へ
の
変
化
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
推
敲
す
る
過
程
で
布
衣
の
尊
さ

を
強
調
し
て
表
現
し
て
し
ま
っ
た
自
分
自
身
に
対
し
て
、
そ
れ
を
た
し
な
め
る
よ

う
な
言
葉
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
お
り
、
自
ら
の
発
言
／
表
現
を
、
距
離
を
お
い
て

省
み
る
詩
人
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
、
小
結

吉
川
幸
次
郎
氏
は
、
『
明
暗
』
期
の
漱
石
の
漢
詩
は
、
当
初
は
「
午
前
の
小
説

に
よ
る
「
俗
了
」
を
、
午
後
は
「
風
流
」
に
よ
っ
て
医
し
よ
う
と
し
」
た
も
の
で

あ
っ
た
も
の
が
、
「
小
説
の
執
筆
が
進
む
と
と
も
に
、
だ
ん
だ
ん
生
ぐ
さ
く
人
間

く
さ
く
な
る
」

と
指
摘
す
る
。
現
在
、
稿
者
は
前
半
期
の
漢
詩
に
つ
い
て
、
そ

*17

の
推
敲
過
程
を
検
討
し
終
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
詩
は
い
ず

れ
も
、
漱
石
が
午
後
の
日
課
と
し
て
漢
詩
を
制
作
し
は
じ
め
て
間
も
な
い
頃
の
も

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、
こ
の
時
期
の
推
敲
の
跡
に
は
、
詩
を
創
作
す
る
こ
と

を
楽
し
む
詩
人
の
姿
が
う
か
が
え
る
。

漱
石
に
と
っ
て
、
こ
の
時
期
の
漢
詩
は
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
た
事
柄
や
思

い
を
伝
達
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
ま
た
そ
の
表
現
に
よ
っ
て
、

詩
の
世
界
や
そ
こ
に
託
さ
れ
る
思
い
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
、
ま
た
そ
の
表
現
行

為
の
な
か
で
、
新
た
な
何
か
を
発
見
し
て
、
更
に
そ
れ
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
こ

と
、
そ
の
よ
う
な
表
現
行
為
そ
の
も
の
を
楽
し
む
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

で
は
、
後
半
期
に
は
、
吉
川
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
な
変
化
が
、
そ
の
推
敲
過
程

に
も
現
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
後
は
後
半
期
に
つ
い
て
も
分
析
を
進
め
、
更
に
そ

の
推
敲
の
過
程
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
ゆ
き
た
い
。
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注

『
漱
石
全
集
』
巻
二
四
（
岩
波
書
店

一
九
九
七
）
五
五
四
―
五
五
五
頁
。

*1

齋
藤
希
史
「
漱
石
と
漢
詩
文
―
修
辞
と
批
評
」
（
山
口
直
孝
編
『
漢
文
脈
の
漱
石
』
翰

*2
林
書
房

二
〇
一
八
所
収
）
。

大
正
五
年
九
月
一
日
付
け
の
久
米
正
雄
・
芥
川
龍
之
介
宛
書
簡
（
『
漱
石
全
集
』
巻
二

*3
四
〔
岩
波
書
店

一
九
九
七
〕
）
に
「
時
々
午
後
に
七
律
を
一
首
位
づ
ゝ
作
り
ま
す
。
自

分
で
は
中
々
面
白
い
、
さ
う
し
て
随
分
得
意
で
す
。
出
来
た
時
は
嬉
し
い
で
す
。
高
青

邱
が
詩
作
を
す
る
時
の
自
分
の
心
理
状
態
を
描
写
し
た
長
い
詩
が
あ
り
ま
す
。
知
っ
て

ゐ
ま
す
か
。
少
し
誇
張
は
あ
り
ま
す
が
よ
く
芸
術
家
の
心
持
を
あ
ら
は
し
て
ゐ
ま
す
。

つ
ま
り
う
れ
し
い
の
で
す
ね
。
」
（
五
六
六
頁
）
と
あ
る
。

山
元
隆
春
・
中
井
悠
加
「
「
詩
人
の
時
間
」
を
体
験
す
る
」
（
『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』

*4
二
〇
一
三
―
十
月
号
通
巻
四
九
八
号

二
〇
一
三
）
。

中
学
校
に
お
け
る
漢
詩
創
作
の
近
年
の
実
践
に
、
中
山
大
輔
「
私
の
学
習
室
③

中
学

*5
三
年
生
に
お
け
る
漢
詩
創
作
の
試
み
」
（
『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』
二
〇
一
八
―
五
月
号

通
巻
五
五
三
号

二
〇
一
八
）
が
あ
る
。

浜
岡
恵
子
・
山
元
隆
春
「
古
典
を
主
体
的
に
読
む
た
め
の
指
導
法
の
研
究
Ⅳ
―
「
推
論

*6
す
る
」
活
動
を
取
り
入
れ
た
漢
文
指
導
の
実
践
―
」
（
『
中
学
教
育
・
研
究
紀
要
』
四
六

二
〇
一
五
）
。

http://w
w
w
.i-repository.net/contents/tohoku/soseki/im

ages/im
g26-15.pdf

*7
な
お
、
文
末
に
掲
載
し
た
漢
詩
ノ
ー
ト
の
画
像
は
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
に
掲
載
の
許

可
を
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

第
一
次
稿
と
第
二
次
稿
は
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
ま
っ
て
記
さ
れ
て
お
り
、
第
二
次
稿
は
、
第

*8
一
次
稿
を
全
て
記
し
終
え
た
後
に
、
改
め
て
全
体
を
清
書
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

「
二
四
不
同
」
は
一
句
中
の
二
字
目
と
四
字
目
の
平
仄
を
異
に
す
る
こ
と
、「
二
六
対
」

*9
は
一
句
中
の
二
字
目
と
六
字
目
の
平
仄
を
同
じ
に
す
る
こ
と
、
「
反
法
」
は
対
と
な
る
二

句
に
お
い
て
、
二
字
目
・
四
字
目
・
六
字
目
の
平
仄
を
異
に
す
る
こ
と
、
「
粘
法
」
は
偶

数
句
と
次
の
聯
の
奇
数
句
の
二
字
目
・
四
字
目
・
六
字
目
の
平
仄
を
同
じ
に
す
る
こ
と
。

ま
た
押
韻
は
平
声
の
字
を
用
い
、
韻
を
踏
ま
な
い
句
末
の
字
は
仄
声
を
用
い
る
。
な
お
、

一
般
の
読
者
向
け
に
漢
詩
の
規
則
を
分
か
り
易
く
解
説
し
た
も
の
に
、
一
海
知
義
『
漢

詩
入
門
』
「
漢
詩
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ
」
（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
文
庫

一
九
九
八
）
、
石
川
忠

久
『
漢
詩
を
作
る
』
（
大
修
館
書
店

一
九
九
八
）
な
ど
が
あ
る
。

「
孤
平
」
は
平
字
が
仄
字
に
挟
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
特
に
五
言
句
の
三
字
目
、

*10
七
言
句
の
四
字
目
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
「
下
三
連
」
は
、
一
句
の
下

三
字
に
平
声
が
三
字
連
続
、
又
は
仄
声
が
三
字
連
続
と
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

松
尾
善
弘
「
漱
石
の
漢
詩
―
平
仄
式
の
検
証
」
（
『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
』
十
二

二

*11
〇
〇
八
）
。
な
お
松
尾
氏
は
、
漱
石
は
平
仄
の
均
衡
を
回
復
す
る
「
救
拯
法
」
に
も
配
慮

し
て
い
る
と
指
摘
す
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
推
敲
の
検
討
に
は
加
え
て
い
な
い
。

『
臨
済
録
』
行
録
に
「
師
栽
松
次
、
黄
檗
問
、
深
山
裏
栽
許
多
作
什
麽
。
師
云
、
一
与

*12
山
門
作
境
致
、
二
与
後
人
作
標
榜
」（
師

松
を
栽
う
る
次
、
黄
檗
問
ふ
、
深
山
の
裏

許

多

と
き

い
く
つ
か

を
栽
え
て
什
麽
を
か
作
さ
ん
。
師
云
ふ
、
一
は
山
門
の
与
に
境
致
と
作
し
、
二
は
後
人

な

に

た
め

の
与
に
標
榜
と
作
さ
ん
）
と
あ
る
。

た
め

「
無
題
」
大
正
五
年
八
月
二
十
三
日
に
「
無
他
愛
竹
三
更
韻
、
与
衆
栽
松
百
丈
禅
」

*13

144
（
他
無
し

竹
を
愛
す

三
更
の
韻
、
衆
の
与
に

松
を
栽
う

百
丈
の
禅
）
と
あ
る
。

た
め

加
藤
・
一
海
両
氏
は
こ
の
句
を
第
二
句
の
訂
正
稿
と
す
る
。
し
か
し
、
平
仄
か
ら
考
え

*14
て
、
こ
こ
で
は
こ
の
訂
正
稿
は
第
一
句
の
も
の
と
し
た
。

塩
見
邦
彦
『
唐
詩
口
語
の
研
究
』
（
中
国
書
店

一
九
九
五
）
参
照
。

*15

例
え
ば
、
芳
賀
徹
『
桃
源
の
水
脈

東
ア
ジ
ア
詩
画
の
比
較
文
化
史
』
（
名
古
屋
大
学

*16
出
版
会

二
〇
一
九
）
は
、
こ
の
詩
を
引
い
て
「
陶
淵
明
「
飲
酒
」
其
の
五
の
語
句
を

借
り
な
が
ら
、
同
じ
く
桃
源
の
村
へ
の
帰
郷
の
願
い
が
切
に
こ
ま
や
か
に
洩
ら
さ
れ
て

い
た
」
（
一
二
八
頁
）
と
説
明
す
る
。

吉
川
幸
次
郎
『
漱
石
詩
注
』
「
序
」
（
岩
波
文
庫

二
〇
〇
二
）
十
六
頁
。

*17

（
広
島
大
学
）
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【
参
考
】
東
北
大
学
附
属
図
書
館
「
漱
石
文
庫
」
蔵

「
小
遣
い
帳
及
び
漢
詩
ノ
ー
ト
」

画像１：143「無題」大正五年

八月二十二日（第一次稿）

画像２：143「無題」大正五年

八月二十二日（第二次稿）

画像３：147「無題」大正五年

八月二十九日（第一次稿）

画像４：147「無題」大正五年

八月二十九日（第二次稿）
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画像５：146「無題」大正五年

八月二十八日（第一次稿）

画像６：146「無題」大正五年

八月二十八日（第二次稿）




